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3. 研究概要 

背景 

これまで脳ドックデータを使用して、脳卒中や認知症の危険因子の解析を行ってき

た。アルツハイマー病（AD）は進行性の神経変性疾患で、認知症の原因疾患として

最も多いが、近年その発症や進展に動脈硬化が密接に関与することがわかってきた。

認知機能低下を防ぐためには、脳血管リスクとの関連性を明らかにしていくことが重



要である。 

また、認知機能障害が進行する前段階として軽度認知機能障害（mild cognitive 

impairment：MCI）のステージがあるが、進行抑制の介入を行うためには、より早

期の MCI の時点で進行するかどうかを判定できることが重要と考え、我々は認知症

の予知が可能な MRI による測定システムを開発した（論文 4）。このシステムは生存

分析と深層学習を組み合わせて、認知機能障害に影響を及ぼす脳萎縮部位のパターン

について検討し、健常者及び MCI が AD に進行する時期とその時点での確率を予測

するものである。 

 

4. 研究テーマ 1：脈圧と認知機能の関連 

方法 

脈圧は収縮期血圧と拡張期血圧の差である．脈圧は動脈硬化や心血管系の異常に影

響することが報告されている。一方で脈圧は特に高齢者においてアルツハイマー型認

知症への進展リスクと関わりがあるといわれる。しかし脈圧が健常成人での認知機能

と関連するかは議論のあるところである。我々は健常者における高脈圧は無症候性脳

虚血病変ではなく，直接的に認知機能低下に影響しているという仮説をたて、脈圧と

認知機能の関連について，11 年間にわたる脳ドック健診データを傾向スコアマッチ

ング分析を用いて脈圧と認知機能検査を調べた． 



結果 

脈圧を 65mmHg 未満と以上のグループに２群として分析を行った。結果として、

マッチング後の分析で、岡部テスト（特に、mental control と digit span）で脈圧が

高いグループでは優位に低値となり、Kohs テストでは点数が低い傾向が見られた。 

 

考察 

本研究で，われわれは，高脈圧群では低脈圧群と比べて，岡部テスト，Kohs 立方

体テストの成績が低値であることを示した．脈圧群間で FAB，SDS，やる気スコア，

無症候性脳虚血病変の有無では統計学的有意差を認めなかった．これらの結果は，健

常者における高脈圧は無症候性脳虚血病変ではなく直接的に認知機能低下に影響し

ているという仮説を支持するものである。しかしながら、本研究は横断的研究であり

脈圧が将来的な認知症や虚血性脳病変と関連するかどうかを調査するには縦断的研

究が必要であることが課題としてあげられ、さらなる研究の発展が必要と思われた。 



 

5. 研究テーマ 2：人工知能を用いた認知症進行予知の試み 

方法 

前年度に構築した、アルツハイマー病(AD)に特有な脳萎縮部位のパターンを人工

知能に学習させることで、健常者及び MCI が AD に進行する時期とその時点での確

率を予測する、深層生存分析(Deep Survival Analysis, DSA)を用いて、ヘルスサイエ

ンスセンター島根にて脳ドックを受検した被験者の MRI T1 強調画像を解析し、DSA

の精度を検証するためのフォローアップ研究の対象者の抽出を試みた。 

2015 年から 2018 年にかけてヘルスサイエンスセンター島根にて脳ドックを受検

した 438 名の被検者を対象として、MRI の判定結果について「異常なし」を Normal、

「経過観察」、「軽度異常(ほぼ異常なし)」、「要精査」を Mild Abnormality、「再検査」、

「要治療」、「治療継続」を Abnormality と分類した。 

上記対象者のMRI T1強調画像を抽出し、VBM支援ソフトウェアBrain Anatomical 

Analysis using Diffeomorphic Deformation(BAAD)を用いて解剖学的アトラスに基

づいた関心領域(ROI)ごとの灰白質体積を算出し、MRI 画像の公開データベースであ

る IXIの健常症例と比較し、脳の萎縮の程度を表すZ値を各ROIについて算出した。

算出された Z 値を DSA に入力し、撮像時点から 1 年ごとに 11 年後までの各時点で

の AD への移行確率を算出した。 



結果 

対象症例の特徴を表 2 に示す。DSA によって予測された 3 年後の AD 発症確率と

年齢、海馬の萎縮の程度、岡部式簡易的評価尺度、Frontal Assessment Battery(FAB:

前頭葉機能)との関連について図 1 に示す。 



 

考察 

年齢が高くなるにつれて DSA も高い値を示す傾向が見られた。海馬の萎縮が強く

なるほど DSA も高い値を示すが、萎縮がさほど強くない(-1<Z 値＜2)場合にも高い

値を示しており、このような被検者についてはフォローアップの対象とし、経過を観

察すべきと考えられた。岡部式簡易的評価尺度については正常範囲内(35 点以上)で

あっても DSA が高い値を示しており、DSA の推論が外れているのか、それとも将来

的には認知機能が低下してくるのか、追跡して検証する必要があると考えられる。

FAB については前頭葉機能の評価であり、DSA は前頭葉の萎縮については重視して

いないため、両者の関連は低いと考えられる。 

 今後は、海馬の萎縮が弱いが DSA が高い被検者、認知機能は正常範囲内だが



DSA が高い被検者についてフォローアップ研究において経過観察を実施し、DSA の

性能を検証することが課題と考えられる。 
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